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税

制

改

正

に

よ

る

負

担

増

子
育
て
世
帯
へ
の
負
担
軽
減
策
は

市
の
財
源
確
保
は
厳
し
い
状
況
だ
が

支
出
を
抑
え
る
た
め
の
方
策
は

保

育

料

に

つ

い

て

は

国
の
徴
収
基
準
額
の
改
正
を
踏
ま
え

対

応

を

検

討

し

て

い

く

事
務
事
業
に
つ
い
て
行
政
評
価
等
を
活
用
し

必

要

性

な

ど

を

見

直

し

て

い

き

た

い

四 谷 通 り の 歩 道
段差の安全対策について
市 の 考 え は

路面表示や反射びょうの設置等
安全性の向上に努めたい

服
部　

ひ
と
み
議
員︵
共
産
︶　

平

成
22
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

15
歳
以
下
の
子
ど
も
を
対
象
と
す

る
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

　

こ
の
影
響
に
よ
り
子
育
て
世
帯

が
増
税
と
な
り
、
市
民
か
ら
は
不

安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

税
制
改
正
の
影
響
額
を
知
り
た
い
。

税
務
管
財
部
長　

年
少
扶
養
控
除

の
廃
止
に
よ
る
子
ど
も
一
人
当
た

り
の
税
負
担
は
、
住
民
税
と
所
得

税
の
合
計
で
約
５
万
２
千
円
の
増

と
試
算
さ
れ
る
。

池
田　

茂
二
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

市
の

財
源
確
保
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

市
税
、
地
方
譲
与
税
等
の
大
幅
な

減
少
に
よ
り
、
今
後
も
厳
し
い
状

況
が
見
込
ま
れ
る
が
、
支
出
を
抑

え
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
と
、

具
体
的
な
方
策
は
。

財
政
担
当
参
事　

平
成
22
年
度
予

算
で
基
金
や
市
債
を
活
用
し
、
約

37
億
円
の
財
源
不
足
を
補
て
ん
し

て
い
る
が
、
今
後
も
基
金
の
大
幅

な
減
少
と
、
市
債
が
増
え
続
け
る

こ
と
で
、
健
全
な
財
政
運
営
が
難

し
く
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。

議
員　

市
は
、
16
年
度
の
税
制
改

正
に
よ
る
高
齢
者
へ
の
増
税
に
対

し
て
は
、
介
護
保
険
料
の
負
担
軽

減
な
ど
を
行
っ
た
。
子
育
て
世
帯

へ
も
同
様
の
対
策
を
取
る
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

保
育
料
に
関

し
て
は
、
国
の
徴
収
基
準
額
の
改

正
を
踏
ま
え
て
、
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
ほ
か
の
子

育
て
事
業
は
、
税
制
改
正
で
特
に

大
き
な
影
響
は
出
て
い
な
い
。

他 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
に
つ

い
て

　

そ
の
た
め
、
支
出
抑
制
の
考
え

方
と
し
て
は
、
歳
入
に
見
合
っ
た

歳
出
と
な
る
よ
う
、
経
費
の
見
直

し
が
必
要
に
な
る
。

　

具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
は
、

内
部
管
理
経
費
の
徹
底
し
た
削
減

に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業

に
つ
い
て
行
政
評
価
等
を
活
用
し
、

目
的
や
役
割
、
達
成
度
合
、
必
要

性
を
再
点
検
し
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

見
直
す
な
ど
、
行
財
政
改
革
を
一

層
推
進
し
、
将
来
を
見
据
え
た
持

続
可
能
で
健
全
な
財
政
運
営
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

前
田　

弘
子
議
員︵
ネ
ッ
ト
︶　

多
摩

川
衛
生
組
合
が
情
報
開
示
し
た
書

面
の
備
考
欄
に
、﹁
12
月
22
日
か
ら

25
日
ま
で
有
害
ご
み
焼
却
試
験
実

施
﹂
と
記
さ
れ
、
乾
電
池
３
ト
ン
、

蛍
光
管
３
・
３
ト
ン
が
焼
却
処
分

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

23
区
で
は
、
水
銀
が
自
主
規
制

値
を
超
え
る
濃
度
で
検
出
さ
れ
問

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
試

験
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
同
組
合

か
ら
市
に
連
絡
が
あ
っ
た
の
か
。

ご
み
改
革
推
進
本
部
長　

事
前
の

説
明
は
な
く
、
平
成
22
年
８
月
20

日
に
開
催
さ
れ
た
構
成
市
に
よ
る

同
組
合
兼
任
書
記
会
で
、
初
め
て

事
務
局
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

議
員　

担
当
部
署
で
は
同
報
告
を

受
け
、
手
続
に
重
大
な
問
題
が

あ
っ
た
と
し
て
、
す
ぐ
に
市
長
及

び
副
市
長
に
報
告
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
事
態
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

副
市
長　

こ
の
こ
と
は
全
く
聞
い

て
お
ら
ず
、
構
成
市
に
相
談
な
く

試
験
を
実
施
し
た
こ
と
は
想
定
外

で
あ
り
、
大
変
遺
憾
に
思
う
。
今

後
は
、
同
組
合
に
対
し
て
、
チ
ェ
ッ

ク
を
強
め
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

た
い
。

吉
村　

文
明
議
員︵
公
明
︶　

四
谷

通
り
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
同

通
り
は
側
溝
に
沿
っ
て
道
路
建
設

が
さ
れ
て
お
り
、

四
谷
２
丁
目
か

ら
４
丁
目
付
近

で
は
側
溝
の
ふ

た
の
部
分
を
歩

道
と
し
て
通
行

し
て
い
る
状
況

が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
段
差
が

あ
り
、
歩
道
を

利
用
す
る
市
民

か
ら
危
険
だ
と
の
声
を
聞
く
。

　

そ
こ
で
、
側
溝
の
段
差
に
対
す

る
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
市
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長　

側
溝
の
ふ
た
に

対
す
る
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

路
面
表
示
や
反
射
び
ょ
う
の
設
置

等
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
府
中
警

察
署
と
も
協
議
し
な
が
ら
安
全
性

の
向
上
に
努
め
た
い
。

議
員　

四
谷
通
り
と
鎌
倉
街
道
が

交
差
す
る
中
河
原
駅
前
交
差
点
へ

の
横
断
歩
道
設
置
に
つ
い
て
、
取

組
の
状
況
は
。

環
境
安
全
部
長　

警
視
庁
の
見
解

多
摩
川
衛
生
組
合
の
有
害
ご
み
焼
却
試
験

事

態

に

対

す

る

考

え

は

想

定

外

で

あ

り

遺

憾

に

思

う

今
後
は
チ
ェ
ッ
ク
を
強
め
て
い
き
た
い

子育て支援課で妊娠届出を受理し
保健師が相談等対応できないか 

中河原駅、北府中駅周辺の道路
横 断 歩 道 設 置 の 状 況 は

同課での対応は難しいが
保健センター分館で相談が

できることを周知していく

引き続き都と警察に
要 請 を し て い く

浅
田　

多
津
子
議
員︵
ネ
ッ
ト
︶　

妊

娠
届
出
は
、
総
合
窓
口
課
で
の
妊

婦
本
人
の
申
請
が
大
半
で
あ
る
が
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

を
整
え
る
た
め
、
子
育
て
支
援
課

で
届
出
を
受
理
し
、
保
健
師
等
の

専
門
家
が
対
応
す
る
相
談
体
制
を

と
れ
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長　

同
課
で
は
、
受

付
で
長
時
間
順
番
を
待
つ
場
合
が

あ
り
、
妊
婦
へ
の
負
担
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
確
保
の
面
か
ら
も
非
常
に

難
し
い
状
況
と
考
え
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
保
健
セ
ン
タ
ー
分
館

で
相
談
で
き
る
体
制
が
あ
る
た
め
、

今
後
も
こ
れ
を
周
知
し
て
い
く
。

議
員　

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事

業
の
申
し
込
み
が
乳
幼
児
医
療
証

の
手
続
時
に
可
能
と
な
り
、
訪
問

件
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
こ

れ
に
伴
い
、
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
対
応
は
可
能
か
。
ま

た
、
市
は
事
業
者
に
こ
の
こ
と
を

伝
え
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

登
録
者
数
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、
委
託
し

て
い
る
２
事
業
者
で
対
応
が
可
能

と
考
え
て
お
り
、
事
業
者
へ
は
連

絡
会
で
伝
え
て
い
き
た
い
。

　▲保健師による相談

赤
野　

秀
二
議
員︵
共
産
︶　

中
河

原
駅
前
交
差
点
の
鎌
倉
街
道
、
北

府
中
駅
前
の
府
中
街
道
に
は
、
横

断
歩
道
橋
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
昇
り
降
り
を
障
壁
と
感
じ
る

市
民
か
ら
横
断
歩
道
の
設
置
を
求

め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

早
期
実
現
に
向
け
、
横
断
歩
道
設

置
の
取
組
状
況
を
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

警
視
庁
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
横
断
歩
道
橋
近
接

地
へ
の
横
断
歩
道
設
置
は
非
常
に

難
し
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

本
市
と
し
て
は
、
安
全
に
横
断

で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
て
も
ら

う
よ
う
、
引
き
続
き
都
と
警
察
に

対
し
て
要
請
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

中
河
原
駅
の
交
差
点
の
安

全
対
策
に
は
、
歩
行
者
と
車
を
分

離
し
た
信
号
制
御
等
を
都
な
ど
に

申
し
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
改
め
て
聞
く
が
、
警
視

庁
は
横
断
歩
道
の
設
置
基
準
を
見

直
す
考
え
は
な
い
の
か

知
り
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

設
置

の
緩
和
策
等
、
現
在
、

見
直
し
の
考
え
は
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。

他 

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
問
題
を
短
期
証
、
資

格
証
発
行
の
面
か
ら
問
う

で
は
、
歩
道
橋
近
接
地
へ
の
横
断

歩
道
設
置
は
非
常
に
難
し
い
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
市
民
が
安
全
で

快
適
に
鎌
倉
街
道
を
横
断
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
都
及
び
府
中
警

察
署
に
設
置
を
要
請
し
て
い
く
。

補助金審査の在り方等について
評 価 協 議 会 の 報 告 内 容 を
市はどのように受け止めているか

有効な考え方の一つと
認 識 し て い る

重
田　

益
美
議
員︵
ネ
ッ
ト
︶　

平
成

21
年
度
に
、
市
は
補
助
金
審
査
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
、
外
部
委
員

に
よ
る
評
価
協
議
会
へ
検
討
を
委

任
し
た
。
同
協
議
会
の
報
告
書
で

は
、
補
助
事
業
や
交
付
団
体
を

一
度
白
紙
と
し
、
そ
の
必
要
性
を

精
査
し
た
上
で
の
補
助
金
制
度
再

構
築
の
検
討
を
提
案
し
て
い
る
が
、

市
で
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
か
。

財
政
担
当
参
事　

市
民
の
税
金
を

効
率
的
、
効
果
的
に
活
用
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動

を
促
進
し
、
地
域
文
化
の
創
造
を

図
る
上
で
有
効
な
考
え
方
の
一
つ

と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

補
助
金
が
一
定
額
を
超
え

る
場
合
は
、
手
続
の
適
法
性
、
適

正
性
を
考
え
る
と
一
括
予
算
審
議

で
は
な
く
、
個
別
資
料
に
基
づ
い

た
議
会
協
議
を
す
べ
き
と
の
考
え

が
あ
る
が
市
の
見
解
は
。

政
策
総
務
部
長　

一
定
額
以
上
の

補
助
金
は
予
算
の
概
要
等
で
、
比

較
的
予
算
規
模
の
大
き
い
補
助
金

に
つ
い
て
も
資
料
の
事
前
配
布
を

含
め
、
議
会
に
対
し
説
明
を
行
っ

て
い
る
。

　▲北府中駅周辺

　▲四谷通り歩道の段差


